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BPA の使用に規制がかかる一方、ビスフェノール F (BPF)が BPA 代替品として使用が増
加している。BPF は、BPA と非常に類似した構造をもつため、BPA と同様の影響が懸念
されているが、BPF の安全性についての報告は乏しく充分な調査が行われていないのが現




















を検証し、また、BPA 代替品であるビスフェノール F (BPF)の次世代影響と妊娠期の代謝
動態を検証した。 
 
研究の成果   
①異なる妊娠期間に BPA を曝露し、次世代の行動影響が左右されるか。 
C57BL/6 マウスを用い、BPA 曝露(10mg/kg/day)の期間を妊娠前期(妊娠 5.5 日～12.5




近年、DNA メチル化による遺伝子発現調節が BPA により撹乱される可能性が報告され
ている。DNA のメチル化にはメチル基を供給するために葉酸が重要である。通常使用し
ていた餌にはヒト妊娠期に推奨されている約 80 倍の葉酸量が含まれていたため、本研究






C57BL/6 マウスを用い、妊娠後期に BPA 及び BPF を 10mg/kg/day で経口投与し、生
後 10 週の次世代の不安様行動をオープンフィールド試験と高架式十字迷路試験で調べ、
うつ様行動を強制水泳試験で調べた。その結果、不安様行動への影響は BPA より BPF の
方が顕著に現れた。また、BPF ではうつ様行動が増加した。BPF は BPA 代替品として安
全性に問題があると考えられた。 
④BPF 代謝物の種類により胎盤通過性の違いがあるか。 





















上記内容は、The Journal of Veterinary Medical Science に受理され（in press）さら
に、以下の学会での各賞を受賞した。 
1）平成 27 年度 内外環境応答・代謝酵素研究会  優秀研究発表榊賞 
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 ビスフェノール A （BPA）は弱いエストロジェン活性を有す内分泌かく乱物
質である。BPA は合成樹脂の原料として世界中で多くの工業製品に使用され、
飲料や食品の容器を含む身の回りのプラスチック製品に使用されており、我々









調査として、BPA 代替品であるビスフェノール F (BPF)の次世代影響と妊娠期
の代謝動態を検証した。 
 第Ⅰ章では異なる妊娠期間に BPA を曝露し、次世代の行動影響が左右される
かを調査した。C57BL/6 マウスを用い、BPA 曝露（10 mg/kg/day）の期間を妊





調査した。近年、DNA メチル化による遺伝子発現調節が BPA により撹乱され
る可能性が報告されている。DNA のメチル化にはメチル基を供給するために葉
酸が重要である。我々が通常使用する餌にはヒトの妊娠期に推奨されている約






 第Ⅲ章では BPF による次世代行動影響を調べ、BPF の安全性を調査した。
C57BL/6 マウスを用い、妊娠後期に BPA 及び BPF を 10 mg/kg/day で経口投
与し、生後 10 週の次世代の不安様行動をオープンフィールド試験と高架式十字
迷路試験で調べ、うつ様行動を強制水泳試験で調べた。その結果、不安様行動へ
の影響は BPA より BPF の方が顕著に現れた。また、BPF ではうつ様行動が増
加した。BPF は BPA 代替品として安全性に問題があると考えられた。 
 第Ⅳ章は BPF 代謝物の種類によって胎盤通過性が異なる可能性を考え、妊娠












更に研究を進める必要がある。本研究は BPA 及び BPF の今後の研究に限らず、
これまでメカニズムが解明されていない妊娠禁忌薬の次世代影響の研究に大き
く貢献できる結果を含んでいる。 
 
 
